て は、 一 種の 失望 を 禁じ 得ませんでした。 

「日本人 は 直ぐに 西洋人の 真似 をす るの だナ」 

と 思いながら 「ェ ドガ ー、 ァ ラン、 ポ ー」 「エド ガワ、 

ランポ」 と 心の中で 繰り返して、 何とも 云えない 物 足 

リ なさ を 感じた 事 を、 今でも ハツ キリと 記憶して いま 

す。 

それから 矢張り 同氏の 作に かかる 「D 坂の 殺人」 二 一 

銭 銅貨」 なぞ を、 作者の 力に 引き付けられて 次から 次 

に 読み は 読みながら、 構想 や 行文の 苦心が 一 つ 残らず 

西洋人の 模倣に 見えて 仕様が ありませんで したので、 

おお 

巻を蔽 うと 同時に、 二度と 読む 気がし なくなつ たもの 



な 形と 光り …… その 中に 交った 生ぶ 毛 だらけの 実物 標 

本 …… そのような ものが 力なく つながり 合い、 重なり 

合いながら 描き出す 白昼夢の 交響楽 …… 事実 以上 の マ J 

ころの 真実 ：：： 虚偽 以上の 自然の 虚偽 ：：： その 純な、 

日本風な、 ャ ルセの ない 魅力に、 私 はスッ カリ 強直 さ 

せられて しまいました。 

…… 日本で も コンナ 小説が 生み出され 得る のか …… 

この種の 小説で 純日本式の 気分 を 取り扱つ たものと し 

て は 谷 崎 潤 一 郎の もの を 読んだ 記憶が ある だけで ある 

が、 これ は 又、 全然、 別世界 を 作った 純真、 純 美な も 

ので はない か …… と 思う と、 感激と も 感謝と も 形容の 
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